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NYダウ、日経平均のペアトレード戦略

 NYダウ売り、日経平均買い

→ スプレッドの拡大がみえてきた
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NYダウ、日経平均のペアトレード戦略
 NYダウ売り、日経平均買い

→ まだサヤが狭いため見送り

 26500円どころから日経平均の買い紹介中



投資家別売買動向
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（出所：日本取引所グループ「投資部門別売買動向」よりこころトレード研究所作成）

 昨年は外国人投資家の売りが続いたが年末買いに転換

 外国人投資家動向のトレンドに注意。

● 【投資家別売買動向 2市場】          (単位：億円)

外国人投資家 信託銀行 個人投資家

2023年1月1週 -641 -50 2,410

2023年1月2週 1,705 -1,197 -598

2023年1月3週 988 -1,201 -129

2023年1月4週 3,038 -1,934 -3,992



ドルベース日経平均推移
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（出所：日本取引所グループ等よりこころトレード研究所作成）

 円安によりドルベースの日経平均株価の動きは芳しくない

 日本株を売る理由、これから買う理由になるか
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（出所：JPXよりこころトレード研究所作成）

先物売買動向（外国人投資家）
 一昨年は外国人投資家が約3兆円ほど買い越し

 一昨年末から約5兆円売り越し、2兆2千5百億円売り



今期の日経平均採用銘柄業績予想
 前期は過去最高益となった期初+2％→1Q+6.7％→2Q12.9％

 今期も過去最高益予想で2Qは上方修正昨年を12.9％ほど上回る
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（出所：各社会社予想等から作成）



セクター別最終益予想 （日経平均採用銘柄）

2022年3月期は過去最高益を更新、今期も更新予定

年度末にかけてJカーブ効果で更なる上方修正見通し
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（出所：各社会社予想等から作成）



米国2022年4Q決算予想

 4Q業績予想 12/16 -2.8%、1/6 -4.1%、1/18 -3.8%、1/20-4.6%
1/27-5％、2/3-5.3％

→ 9/30時点は+3.6％

→ 予想が大幅に低下している

→ 50%の企業が決算を修了し、70％が予想一株利益を超える

 前期業績は+4.8％、今期は+4.6％予想

● 減益予想
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足元の状況

 足元の状況を点検：米国

→ 金融引き締め：先の利上げ織り込み。利上げ幅着目
→ 金利動向、原油高、インフレ、ウクライナ情勢注視
→ 業績：3Q決算良かった。今期は5％前後の増益予想

 足元の状況を点検：日本
→ 円安の影響を注視
→ 業績期待：前期最高益。今期も最高益予想。
→ 足元下落率が大きい。高PERの選別買いがワークするか

 見通し 米国：金融引き締めを注視

→ インフレ落ち着く→利上げ一服まで本格上昇は難しい

日本：円安の影響注視。日本にもインフレの足音

● 地政学的リスク・金利を注視 米国:インフレ、日本:円安
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6472 NTN
 ベアリング大手
 ３Q増益も進捗いまいち。業績据え置きで大幅増益の期待繋がる
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（出所）岡三オンライン「ネットトレーダーWEB2」



くりっく株365入門オンラインセミナー
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くりっく株３６５ ８つのポイント
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● 買いポジションは配当が受け取れる ※DAXを除く

※金利相当額の支払い額が、配当相当額の受取り額を上回る場合があります。

くりっく株３６５は配当がもらえます
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 日経225（日経平均株価）

→ 配当が集中している月（３・９月）に着目した投資

● 3月と9月は日経225の配当に着目

14

くりっく株３６５は配当がもらえます

（出所）東京金融取引所
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